
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）郡山市子どもに関する条例制定に係る提言書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月 日 

 

郡山市子ども・子育て会議 
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資料２ 
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～提言～ 
 

 子どもは、郡山市の将来を担うかけがえのない存在であり、社会の宝です。 

一人ひとりが個性を持ち、自分が自分であることを大切にされたいと  

願っています。 

 日本は、1994 年に、生きる権利、守られる権利、育つ権利、参加する権利

を４本の柱とした「児童の権利に関する条約」に批准しておりますが、近年、

いじめや虐待などが全国的な社会問題として注目を浴びており、子どもの 

人権が侵害される事案が多数発生しております。 

福島県内においても、いじめが原因の自殺や虐待による子どもの死亡事件

が発生しており、あらゆる施策について子どもを中心に考える「子本主義」 

を掲げ、様々な子ども・子育て支援策を展開している郡山市においても、この

ような悲しい出来事が発生しないとは限りません。 

また、郡山市は、東日本大震災の影響から、総人口が大幅に減少しましたが、

徐々に震災前の水準に戻りつつある一方で、18 歳未満の子どもの人口は年々

減少傾向にあり、緩やかに少子化が進んでいると言えます。 

このような社会情勢において、子どもの人権を守り、健やかに育てることは、

家庭だけの責任ではなく、地域全体、市全体の責任になりつつあり、そのため

には、子どもを主体性のある権利の保持者として明確に位置づけ、それを取り

巻く大人たちの子育てに関する役割を明示すること及び市が取り組んでいく

べき子育て支援策等についての指針が必要になると考えております。 

このことから、郡山市子ども・子育て会議では、郡山市全体で社会の宝で 

ある子どもたちを守り育てていくために、郡山市に対し、子どもの権利保障と

市の子育て支援策の充実を柱とした「（仮称）郡山市子どもに関する条例」の

制定について提言いたします。 

 

 

郡山市子ども・子育て会議 

会長 滝田 良子     
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（仮称）子どもに関する条例（案） 
 

～条例の目的～ 
 

 

 

 

～基本理念～ 

 

 

 

 

 

 

～それぞれの役割と責務～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもが健やかに成長し、自立できる社会を実現すること。 

 

 

 

  

 

 

【保護者】 
子どもの成長と自立を 
支える第一義的責任。 
子どもと向き合う。 

【家庭】 
規律等を守る意識、善悪
の判断、豊かな人間性を
身につけさせる。 

【学校等】 
集団生活を通して､自立
するための教育を推進
する。 

【地域】 
地域の中で子どもが
健やかに育つための
環境をつくる。 

【事業者】 
子どもの活動に協力する。 
関係団体と連携し、ワーク 
ライフバランスを推進する。 

【市民等】 
自らの意識･行動が子ども
の成育環境を作っている
ことを理解する。 

【市】 
・子ども等の支援策の推進 
・関係者が連携できる体制作り 
・子どもが健やかに成長し自立 
するための関係機関との協力 

【子ども】 
年齢に応じて、人と関わり 

ながら自分が社会の一員で 
あることを自覚し、自他の権利
を大切に考え、主体的に判断し
行動できるように成長する。 

・日本国憲法及び児童の権利に関する条約の理念にのっとる。 

・保護者、家庭、学校等、地域、事業者、市民等及び市が協働で子育てに取り組む。 

・「子どもの最善の利益」が実現されるよう努める。 
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～市が取り組んでいくべき子育て支援策等～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～広報・啓発～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

～各種施策への反映～ 
  

  

 

 

 

 

 

 

健康増進のための支援 
・医療費等の助成 
・健康診断 

等 
 援助が必要な 

子どもへの支援 
・生活費等必要な資金の貸付け 

・各種手当等の充実 

   等 

相談体制の充実 
・子どもが相談しやすい環境づくり 

・既存の相談窓口の周知 

            等 
 

社会参画の促進 
・子どもが参加できる場の提供 

・子どもの意見を取り入れる 

体制づくり 

等 

地域における支援 
・民生委員等との連携 

・自治会同士の連携 

等 

安全で安心な環境づくり 
・セーフコミュニティの推進 
・地域住民による見守り 
        等 

子どもが健やかに成長し、自立

しやすい環境を整備していく。 

 
リーフレット 解説書(概要版･子ども版) ＰＲポスター等 

本条例について必要な広報・啓発を行い、広く市民の理解を深める。 

 

教育の充実 
・子どもの学習支援 
・教育に関する相談 
        等 

本市において、子どもに関する施策を策定及び実施するときには、 

本条例の基本理念を踏まえるとともに、保護者や子どもの意見を反映 

できるよう努める。 



- 4 - 

【参考資料】 
 
１ 郡山市子ども・子育て会議委員名簿（平成２９年６月 日現在） 
 

No. 委員氏名 役職等 

1 滝田 良子 郡山市子ども子育て支援企業組合 代表理事 

2 平栗 裕治 郡山市私立幼稚園・認定こども園連合会 会長 

3 吾妻 利雄 郡山市認可保育所長会 会長 

4 遠藤 重子 ＮＰＯ法人郡山市私立保育園連絡協議会 理事長 

5 大川原 順一 株式会社ケンオリ 代表取締役社長 

6 太神 和廣 医療法人健生会おおがクリニック 院長 

7 大和田 新 フリーアナウンサー 

8 加藤 友和 日本労働組合総連合会福島県連合会郡山地区連合会 幹事 

9 亀井 浩一 郡山市ＰＴＡ連合会 副会長 

10 今野 静 公益社団法人福島県看護協会 専務理事 

11 佐藤 広美 ＮＰＯ法人子育て支援コミュニティプチママン 理事長 

12 菅野 哲哉 福島県立安積黎明高等学校 校長 

13 隅越 誠 すみこしこどもクリニック 院長 

14 千葉 益弘 こおりやま保育所保護者会ネットワーク 

15 福内 浩明 福内合名会社 代表社員 

16 保住 キミ 公益社団法人福島県栄養士会 

17 増子 静江 公募委員 

18 峯 淳子 スポーツインストラクター 

19 栁沼 雅俊 郡山市立小学校長会 会長 

20 安田 洋子 ＮＰＯ法人郡山のびのび福祉会 理事長 
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２ 開催状況 

 

開催日 会議名 内容 

H26.3.25 第５回郡山市子ども・子育て会議 
会長から、子どもの権利等を保障する条例制定

について議論すべきとの提案がある。 

H26.9.1 第９回郡山市子ども・子育て会議 
他自治体の子どもに関する条例の内容について

審議し、委員間の共通認識を図る。 

H27.1.20 第 13 回郡山市子ども・子育て会議 子どもの権利条例分科会を設置する。 

H27.3.27 第 14 回郡山市子ども・子育て会議 分科会へ委員を配属する。 

H27.6.3 子どもの権利条例分科会意見交換会 
他自治体の制定状況や条例の種類等について

意見交換を行い、共通認識を図る。 

H27.9.10 第１回子どもの権利条例分科会 

（仮称）郡山市子どもに関する条例制定に係る

提言案の骨子について審議する。 

H27.12.17 第２回子どもの権利条例分科会 

H28.2.12 第 17 回郡山市子ども・子育て会議 
（仮称）郡山市子どもに関する条例制定に係る

提言案の骨子について審議する。 

H28.9.26 

第 18 回郡山市子ども・子育て会議 
委員改選に伴い、現在までの経過について説明

を受け、共通認識を図る。 
子どもの権利条例分科会意見交換会 

H29.1.30 第 19 回郡山市子ども・子育て会議 
子どもに意見を聴くアンケート調査の実施に

ついて審議する。 

H29.3.21 第 20 回郡山市子ども・子育て会議 
子どもに意見を聴くアンケート調査結果に 

ついての報告を受ける。 

H29.5.25 第３回子どもの権利条例分科会 
（仮称）郡山市子どもに関する条例制定に係る

提言書案について審議する。 

H29.6.7 第 21 回郡山市子ども・子育て会議 
（仮称）郡山市子どもに関する条例制定に係る

提言書案について審議し、決定する。 

 


